別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：医務費　　目：医療整備対策費
	事業名: 災害医療コーディネート体制構築事業
　　　（地域医療再生臨時特例基金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医療整備係　電話番号：058-272-1111（内2536）

　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,500千円（前年度予算額：1,500千円）
	要求内容


	１　要求の内容


大規模災害時に医療が間断・偏在なく効果的に提供されるよう災害医療コーディネーターの設置やこれにかかる連絡会議及び研修を実施します。

【災害医療コーディネーターの役割】

災害医療に関する情報を専門的科学的知見に基づき分析し、DMATや医療救護チームに対して企画・提案等の進言を行い、医療資源の効果的な提供を図ります。

常駐災害医療コーディネーター・・・・岐阜県健康福祉部次長、各保健所長
非常駐災害医療コーディネーター・・・災害医療に精通し、岐阜県の医療の現状を熟

知している者で災害医療関係機関から推薦さ

れた者のうち、知事が適当と判断した者

	２　所要経費


会議等開催費　　1,500千円
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	1,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,500

	要求額
	1,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,500

	決定額
	1,500
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,500


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	各地域における災害医療コーディネーターの選出と連絡会議及び訓練を実施することにより、どの地域で災害が発生しても効果的な医療の提供を行える体制を構築します。

	


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	各保健所等での連絡会議、研修会等の実施件数
	0
（H23）
	6
（H24）
	（H  ）
	6
（H24）
	8
（H24）
	75％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	災害拠点病院、保健所、市町村、消防本部等の災害医療関係機関を対象に災害医療コーディネート体制構築に向けた準備会を実施しました。

今後、H24年度中に各地域の非常駐災害医療コーディネーターの選出を行います。
平成24年6月15日

・岐阜県災害医療コーディネーター地域会議準備会開催

・災害医療講演会開催

・災害拠点病院連絡会議開催


（平成24年度の成果）

	災害拠点病院、保健所、市町村、消防本部等の災害医療関係機関を対象に災害医療コーディネート体制構築に向けた準備会、災害医療講演会を開催しました。

これにより災害医療コーディネート体制の構築に向けた関係機関への周知及び災害医療に対する知識の底上げを図りました。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	岐阜県震災対策検証委員会や厚労省の「災害医療の在り方に関する検討会」からも災害医療コーディネート体制の整備について、必要性が意見されていることや今後、発生が予想されている大規模地震に備えて災害医療コーディネート体制の整備の必要性は高いと言えます。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

　 ○

	平成24年度において、災害拠点病院、保健所、市町村、消防本部を対象に災害医療コーディネート体制構築に向けた準備会を実施し、各保健所で非常駐災害医療コーディネーターの選出を行っております。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	災害医療コーディネート体制構築に向けて、災害医療関係機関への周知徹底を図るために当事業による会議や講演会を開催し、本年度中に県内の災害医療コーディネーターが選出される計画であり、事業の効率性は図られております。


（今後の課題）

	各災害拠点病院、県内DMAT、消防機関等の関係者を含めて災害医療コーディネーターの定期的な運用訓練を実施していく必要があります。



（次年度の方向性）
	H24年度にて各地域の災害医療コーディネーターが選出されるため、今後は、県本部や各地域において一層の連携を図るために訓練の実施や連絡会議及び研修会の開催を図っていきます。



